
馬馬 路路 村村
う ま じ む ら

昭和４０年（１９６５） ユズの栽培研究を始め千メートル級の谷間にユズ畑がつくられる。
昭和５４年（１９７９） ユズ加工品の開発が本格的に開始される。
昭和６３年（１９８８） ポン酢しょうゆ「ゆずの村」が『日本の101村展最優秀賞』を受賞するとともに馬路村

公認飲料「ごっくん馬路村」が完成し、馬路村が全国区として認識され始める。
平成 元年（１９８９） ユズ商品の販売に「馬路村をまるごと売り込む」という情報発信戦略が開始される。
平成 ７年（１９９５） 「馬路村情報発信計画」が策定され、各種イベントによる交流人口拡大が図られる。
平成 ８年（１９９６） 柚子廃棄物利用堆肥センターが完成し、自然循環型ユズづくりが開始される。
平成１１年（１９９９） 「馬路村活性化協議会」を設立し、農業、林業、観光を中心とした活性化ビジョン

「馬路村まるごと販売術」を作成する。
平成１２年（２０００） 「ゆずの森構想」の整備を開始する。
平成１６年（２００４） 村内の産業を活かした間伐・川漁師・木工体験を行う修学旅行生の受け入れを開

始する。

注目注目 ポイントポイント ！！

○ 「まるごとの馬路村」を情報発信し、ユズ加工商品と共に馬路村そのもの

を全国に浸透。

◇◇ コラム ◇◇

観光カリスマ

東谷 望史氏

（高知県馬路村）

人口1,200人の山村への視察は年間200～300団体、観光客数は60,000人に！

ユズ商品とともに「馬路村」の情報を発信したユズ商品とともに「馬路村」の情報を発信した観光振興観光振興

8080

「馬路村」の子供たちを起用した情報発信

これまでの経緯

人口約1,200人の過疎山村で昭

和56年からゆず加工品の販売を

始め、平成17年に売上30億円、年

間観光客が村民の50倍まで成長

した。これは東谷氏が中心となり

「名前も知らない村の特産品は売

れない。名前を知らない村へは遊

びに行けない。まずは村を売る。」

のコンセプトのもと、商品とともに

村内の豊かな

自然や子供た

ちの表情を通

して「馬路村を

まるごと売り込

む」戦略が成

功した結果で

ある。



「馬路村情報発信計画」の交流イベント「馬路村情報発信計画」の交流イベント

問い合わせ先

主な取り組み

○馬路村産業建設課

Ｔｅｌ ： ０８８７４－４－２１１１ http://www.inforyoma.or.jp/umaji/index.html

○馬路村農業協同組合
Ｔｅｌ ： ０８８７４－４－２２１１ http://www.yuzu.or.jp/

「馬路村」のブランド化「馬路村」のブランド化

ユズ加工商品に「馬路村」の特徴を出すため、村内に暮らす

子供たちやお年寄りを起用し、村の地名や山、川をパンフレット

や情報誌で紹介する「馬路村をまるごと売り込む」を馬路村農

業協同組合が中心となり開始。

平成7年の「馬路村情報発信計画」策定に伴い、地域の特徴

を活かしたイベントを開催し交流人口拡大を展開。

「おらが村心臓やぶりフルマラソン」は800人のランナーが、

山道、坂道、くねくね道の心臓やぶりと呼ばれるコースに挑む

愛好家周知の大会や、「山師達人選手権大会」は昔の山（林

業）の作業の毎年300人が集う競技大会を開催。

馬路村農協では、農産物直売所「ゆずの森」、パン工房

「ゆずの花」や視察客のための研修所や会議室を、森林

鉄道の連絡所跡、車庫跡、旧営林署関係施設等を改修

して整備。これらは、新工場や観光客向け施設等を含む

ミニテーマパーク「ゆずの森構想」の一環で、交流施設の

整備と新商品開発により更なる観光受け入れを推進。

「ゆずの森構想」の推進「ゆずの森構想」の推進

農産物直売所「ゆずの森」

「「ままかいかいちょってちょって家」と馬路村体験コース家」と馬路村体験コース

本格的なユズ加工商品の販売と同時期（昭和50年代中旬）

より開始された温泉施設整備や、村のシンボルとして復元され

た森林鉄道や、急斜面で木材運搬に使われたインクライン（水

を動力にしたケーブルカー）の復元、村案内所「まかいちょって

屋」からの情報発信は、ユズによるブランド化と相まみえ、それまで林業以外で村外との

交流がなかった「馬路村」への年間6万人をこえる観光客に高い満足感を提供。

全国区となった馬路村ユズ製品は、約35万人の顧客を抱え、売り上げは年
間30億円に到達。役場より多い60人の雇用を担い、全国各地から年間200～

300団体の視察団を含めた6万人の観光人口と馬路村の活性化を実現。

復元された森林鉄道

「馬路村」をブランド化した情報発信

おらが村心臓やぶりフルマラソン


